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トレードスタイルについて

・トレードスタイルは、スキャルピング。
ポジション保有時間は、秒スキャが多い。たまに数分間持つことも。

・基本的には逆張りで入る。
秒スキャだと特に、順張りで入ってしまうと、相場の動きに遅れてつい
ていく形になり、間に合わないことが多い。
逆張りは上昇している時に売って、下落している時に買うので、リス
クは高いかもしれないが、「ここまで上昇したら下がりやすい」「ここま
で下落したら上がりやすい」というポイントを知っておくと、そんなに難
しいものではないと思う。
スキャルピングで実践で勝てる手法は、逆張りだと思います。
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トレードスタイルについて

プライスアクションで判断している。

プライスアクションとは…

「チャートの形」ではなく、「チャートの値動き」に注目したトレード手法。

値動きとは具体的に？

・レートが変わるスピード

・ローソク足の作られ方 など

★プライスアクションは、「こういう値動きをしたらこうなる」というのを言葉で
表現するのが難しい。

自分で練習を繰り返して体感していき、体で覚えていく。
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プライスアクションの練習方法について

プライスアクションとテクニカル分析の違いは？

〇テクニカル分析のメリット

・誰にでも簡単にできる。

〇プライスアクションのメリット

・誰にでもすぐできるものではない分、身に着けることができれば大きな武器にな
る。

・テクニカル分析が、過去のチャートから未来の値動きを予想するのに対し、プラ
イスアクションは今のレートの動きを見て判断していくので、勝率も高くなると思う。
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トレード手法の解説

オーバーシュート後の逆張り手法

オーバーシュートとは、相場の行き過ぎた動きのこと。

それまでの相場の動きとは大きく違う動きになった時、行き過ぎということで、オーバー
シュートする前のレートの方向に戻っていきやすい傾向がある。

その性質を利用した逆張り手法。1番僕がよく使っている手法です。

それまでの相場の動きとはかけ離れ
て、大きく上昇している。この状態がオ
ーバーシュート。

オーバーシュートする前のレートの方
向に戻っていきやすい性質があるので

（点線矢印の方向に行く）、オーバシュ
ートしたところ で、ショートエントリー
をする。

例えば…
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オーバーシュート後の逆張り手法

①エントリー（ショート）…108.269
利確…108.257
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オーバーシュート後の逆張り手法

②エントリー（ショート）…108.531
利確…108.527
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オーバーシュート後の逆張り手法

③エントリー（ロング）…107.685
利確…107.698
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オーバーシュート後の逆張り手法

④エントリー（ロング）…108.410
損切り…108.398
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